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広
報 

新たな千代川の拠点をめざして 

(仮称)やすらぎの里の工事がはじまりました 

特集 

４月１日から 

個人情報保護条例が施行されました 

特集 

合併申請書を県知事へ 

平成18年１月１日 新「下妻市」誕生 

新たな千代川の拠点をめざして 

(仮称)やすらぎの里の工事がはじまりました 
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平成14年に策定された「千代川村第５次総合計画」

「千代川村都市計画マスタープラン」において、地域

の魅力や活力を高めるためのふれあい拠点づくりを

進める地区として位置づけられており、それに基づ

き、平成15年度に蚕飼地区を「（仮称）やすらぎの

里」として、公園整備をはじめ、住みよいまちづく

りのための子育て支援の施設、住宅整備の促進など

を盛り込んだ「（仮称）やすらぎの里づくり構想」を

策定しました。

この計画に向けては、関係機関や地域住民からな

る組織により協議、検討を重ねてきました。関係機

関、組織の代表者等からなる「（仮称）やすらぎの里

建設検討委員会」、蚕飼地区の住民からなる「蚕飼地

区まちづくり委員会」、公園内に設置する「農産物直

売所」と「加工施設」を協議する「新田園空間創造

運動推進会議」などの組織が、それぞれに協議、検

討を行い、計画を充実させました。また、先進地視

察により、生産者の顔が見える新鮮な野菜を扱う直

売所や、地元の食材を豊富に使ったレストランなど、

様々なヒントを見つけ出すことができました。

各組織からの意見もふまえ、このほど（仮称）や

すらぎの里公園整備計画の最終案が完成しました。

（図④）公園には地域活性化のための「地域活性化ゾ

ーン」、農産物直売所やレストラン、物産販売施設な

どからなる「センターゾーン」、四季の花広場などを

含む「公園ゾーン」などが配置されます。

（仮称）やすらぎの里づくり構想

各組織の取り組み～よりよい計画にするために～

（仮称）やすらぎの里公園整備計画図（最終案）が完成

（仮称）やすらぎの里公園は国道294号大園木交差点付近に計画されている

3.3haの施設。交通の利便性にすぐれた場所にあるこの公園内には、四季折々

の花が咲き、農産物直売所や子供たちの遊び場など「癒しの空間」として整備

を行います。千代川の、また地域の新たな活性化の拠点として期待されるもの

です。現在は、公園用地内において盛土作業が順調に進んでいます。

新たな千代川の拠点をめざして 新たな千代川の拠点をめざして 

(仮称)やすらぎの里公園の 
工事がはじまりました 
(仮称)やすらぎの里公園の 
工事がはじまりました 
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●コスモスでいっぱいに

昨年は、（仮称）やすらぎの里公園用地を少しでも

美しい状態に保とうと、蚕飼地区まちづくり委員会

を中心に多くの人たちにより早咲きコスモスの種を

まきました。（写真①）まちづくり委員会では除草作

業などの手入れをおこない、花の咲きそろった８月

には「コスモス納涼祭」を実施しました。当日はお

囃子や模擬店などが並び、蚕飼地区だけでなく村内

各地からたくさんの人が集まりました。

風に揺れるコスモスは前を通る人たちの心を和ま

せ、花をバックに写真を撮ったりと、早くも癒しの

空間となっていました。

●ありがとう　こかい保育所

老朽化と公園整備のため、昭和47年に千代川村立

第３保育所として誕生した旧こかい保育所を取り壊

しました。多くの子供たちを見てきた木々も含めて、

新たな拠点施設の一部として生まれ変わります。

①コスモス種まき大会 ②コスモス畑の前で【コスモス納涼祭】 ③こかい保育所解体前の様子

工事開始までの取り組み

④（仮称）やすらぎの里公園整備計画図

平成17年度の
整備予定
● 盛土工事

● 公園整備工事

（平成18年度まで）

● 農産物直売所/加工施設

● 建設工事

（平成18年度開業予定）
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３月22日、小倉市長、稲葉村長、野村市議会議長、池田村議会議長、飯塚県議会
議員が、県知事に下妻市と千代川村の合併申請書を提出しました。
この申請は、地方自治法の規定に基づく申請で、「平成18年１月１日から結城郡千

代川村を廃止し、その区域を下妻市に編入する」内容です。
今後、この申請を受けて県議会の議決、県知事による合併の決定、総務大臣への届

出、大臣告示などを経て、来年１月１日に新「下妻市」が誕生することになります。

下妻市・
千代川村
合併協議会

61.05km2 19.83km2 80.88km2

区　　分 下妻市 千代川村 新「下妻市」

面　　積

下妻市・千代川村の
平成17年3月1日現在の
住民基本台帳人口

新市誕生までのスケジュール

県
知
事
へ
合
併
申
請 

県
議
会
に
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新
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下
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総
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大
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3/22
2006  
1/1

　
総
務
大
臣
へ
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出 

県
知
事
が 

県
知
事
に
よ
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合
併
の
決
定 

3月22日
合併申請書を県知事へ
3月22日
合併申請書を県知事へ

人　　口 36,495人 9,466人 46,814人
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平成17年度 

千代川村の予算をお知らせします 
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平成17年度の予算編成では、国の動向などにより地方交付税の減収など厳
しい財政状況でしたが、行政の継続性を確保しつつ効率的な行政運営と行財政
改革を推進し、村民サービスをこれまで同様維持できるように努力をしました。

歳入合計

歳出合計

66億6,875万4千円

66億7,523万9千円

一般会計 37億6,100万円
特別会計（5会計の合計） 25億7,894万円
企業会計 収入　2億2,881万4千円
（水道事業） 支出　3億3,529万9千円

村民１人あたりに使われるお金（一般会計）397,317円
（3月1日現在の住民基本台帳人口9,466人で算出）

総務費

86,726円

民生費

64,904円

公債費

45,670円

教育費

49,260円

衛生費

45,120円

土木費

43,425円

農林業費

30,057円

消防費

20,016円

議会費

9,361円

その他

2,778円
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　一般会計の28.4％を占める地方交
付税は、国の厳しい財政事情ではあり
ますが、地方の安定した財政運営の確
保から昨年度比0 .9％減の10億
8,000万円と小幅な減少にとどまり
ました。 
　村税（村民税と固定資産税）と合わ
せると、歳入全体の51％を占めており、
本村の行財政運営に重要な自主財源と
なっております。 
　その他、国庫支出金については、ま
ちづくり交付金事業の採択を受け公園
や道路の整備をおこなうことになり、
前年度比110％増の2億899万8千円。
村債（借入金）は、普通交付税の振替
措置である臨時財政対策債が前年度比
23.5％減の1億7,600万となったこ
とで、前年度比10 .3%減の4億
9,700万円となりました。 

歳　入 

　（仮称）やすらぎの里公園整備事業
や道路新設改良事業などの普通建設事
業費が大きく伸び、前年度に比べ、
18.3％増の6億8,072万7千円とな
っています。この（仮称）やすらぎの
里公園整備事業については本年度より
本格的な工事に着手、農産物直売所等
の整備も計画しております。 
　村債の元金の償還などに充てられる
公債費では前年度と比べ22.9％減の
4億3,231万5千円となりました。こ
れは前年度に減税補てん債の一括償還
があり借換えをおこなったためです。
事務経費や委託事業の見直しから物件
費は前年度比2.2%の減となりました。
人件費は退職手当組合負担金の増によ
り、前年度比5.0%増の8億9,671万
円となりました。 

歳　出 

人件費 
8億9,671万円 
(23.8％） 

普通建設事業 
6億8,072万7千円 
(18.1％） 

物件費 
4億3,622万3千円 
(11.6％） 

公債費 
4億3,231万5千円 
(11.5％） 

繰出金 
3億1,268万9千円 
(8.3％） 

その他 
3,355万円 
(0.9％） 

扶助費 
1億9,074万7千円 
(5.1％） 

補助費等 
7億7,803万9千円 
(20.7％） 

地方交付税 
10億8,000万円 
(28.72％） 

村債 
4億9,700万円 
(13.2％） 

村税 
8億5,154万3千円 
(22.64％） 

繰入金 
5億1,755万1千円 
(13.76％） 

繰越金 
8,000万円 
(2.13％） 

諸収入 
5,911万3千円 
(1.57％） 

分担金及び負担金 
3,203万4千円 
(0.85％） 

使用料及び手数料 
1,830万2千円 
(0.49％） 

財産収入・寄付金 
28万8千円 
(0.01％） 

県支出金 
1億7,416万1千円 
(4.6％） 

国庫支出金 
2億899万8千円 
(5.6％） 

地方消費税交付金 
8,000万円 
(2.1％） 

地方譲与税 
１億円 
(2.7％） 

自動車取得税交付金 
3,000万円 
(0.8％） 

地方特例交付金 
2,500万円 
(0.66％） 

利子割交付金 
400万円 
(0.11％） 

交通安全対策 
特別交付金 
200万円 
(0.05％） 

その他 
101万円 
(0.03％） 

37億 
6,100万円 

歳入 
依存財源 
22億216万9千円 
(59.33％） 自主財源 

15億5,883万1千円 
(40.67％） 

37億 
6,100万円 

歳出 

義務的経費 

投資的経費 
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平成17年度のおもな事業については、まず千代川

村の東の拠点づくりをめざし、国道294号線沿いに

農産物直売所及び加工施設の建設とやすらぎの里公

園整備工事に着手します。

少子高齢社会に向けた施策としては、引き続き民

間がおこなう特別老人ホーム建設事業への助成や国

民健康保険事業及び老人保健・介護保険事業、障害

者支援事業、児童福祉・医療福祉事業等にも取り組

み、きめ細やかな行政サービスの提供ができるよう

努めます。

住民の身近な社会基盤の整備では、公共下水道事

業や農村総合整備事業、霞ヶ浦用水事業の整備を促

進します。道路建設事業については、住民の身近な

生活道路、排水路の整備等について着手します。

教育環境については、昨年度からの２か年継続事

業として大形小学校の耐震補強・大規模改修事業を

実施します。

つくばエクスプレス開業に向けた、関東鉄道常総

線の快速化、また、昨年は宗道駅及び駅前広場がリ

ニューアルされましたが、17年度についても引き続

き、宗道駅周辺環境の整備について取り組みます。

地
方
交
付
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地
域
間
の
税
源
格
差
を
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し
、
一

定
水
準
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と
。

国
庫
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公
債
費

村
債
（
借
入
金
）
の
元
金
の
償
還
と

利
子
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
。

繰
入
金

一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
の
各
会

計
及
び
基
金
と
の
現
金
の
移
動
を
あ
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他
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基
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受
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使
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一
方
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他
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に
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る
経
費
は
繰
出
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い
う
。

● 平成17年度のおもな事業のポイント

　特別会計では、下水道事業が前年と
比べ、36.03％減の3億6,712万4千
円となっています。これは、鎌庭地区
の公共下水道汚水事業がほぼ完了した
ため、事業費を縮小したことによるも
のです。また、介護保険事業では、前
年比7.88％の増加。被保険者の各種
サービスの提供にかかる保険給付事業
についての支出が増えているためです。 

特別会計 平成17年度予算総括表
平成17年度

3,761,000

947,902

838,917

367,124

256

424,741

2,578,940

228,814

228,719

0

106,580

228,814

335,299

平成16年度

3,712,000

933,472

821,090

573,895

281

393,722

2,722,460

226,099

237,333

0

96,872

226,099

334,205

増減

49,000

14,430

17,827

△206,771

△25

31,019

△143,520

2,715

△8,614

0

9,708

2,715

1,094

増減率（％）

1.32

1.55

2.17

△36.03

△8.90

7.88

△5.27

1.20

△3.63

0.00

10.02

1.20

0.33

会計名

一般会計合計

国民健康保険

老人保健

下水道事業

結城郡町村公平委員会

介護保険

特別会計合計

収入合計

支出合計

収入

支出

収入

支出

特
別
会
計

（
水
道
事
業
）

企
業
会
計

（単位：千円）

収益的

資本的
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個人情報とは？
氏名、住所、生年
月日、職業、収入、
財産など、個人に
関するあらゆる情
報で、特定の個人
が識別されるもの
をいいます｡

開　示 不開示

通　知

閲　覧
指定された日時・場所で閲
覧をすることができます｡閲
覧は無料ですが、コピーや
郵送が必要な場合は実費が
かかります｡

不服申立て
決定内容に不服がある場合
は、不服申立てができます｡

審査会
不服申立てについて調査審
議します｡

再決定
審査会からの答申を尊重し、
その決定を行い、文書で結
果を通知します。

開示の請求手続き

請求（総務課）
請求の際に、運転免許証や旅券、健
康保険証など本人であることを証明す
る書類が必要です｡

相談案内（総務課）
どのような情報を知りたいのか相談
してください。

決定（担当主管課）
原則として、受理した日の翌日から14日以内に開示できるかどうかを決定し、

その結果を文書でお知らせします｡
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千代川村の
個人情報保護
条例とは？

1 収集の制限
村が個人情報を収集するときは、その目的を明ら

かにし、必要な範囲内で、原則として本人から直接

収集します｡また、思想･信教･信条など、その取り扱

いに注意を要する情報は、原則として収集しません。

2 利用・提供の制限
目的の範囲を超えて、個人情報を内部で利用した

り、外部に提供したりすることは、原則として行い

ません｡

3 適正な管理
個人情報は、最新のものを正確に保有するように

します｡漏えい・滅失・破損・改ざんがないよう適

性に管理し、不要になった情報は、すみやかに廃棄

又は消去します｡

4 個人情報取扱事務の届出、
目録の閲覧
個人情報を取り扱う事務の内容については、届出

の内容をまとめた目録を閲覧することができます｡

1 開示の請求ができます｡
村が保有している自分の情報（公文書及び磁気テ

ープ等に記録されているもの）の開示を請求するこ

とができます｡

開示請求の対象となっている個人情報は原則とし

て開示されますが、中には開示することによって第

三者の権利や公共の利益を損なうこととなる情報な

どもあります。このような個人情報については、請

求されても開示しない場合があります｡

2 訂正の請求ができます。
開示された自分の情報に、事実の誤りがある場合

には、その訂正を請求することができます｡

3 削除の請求ができます｡
開示された自分の情報の中に、「収集の制限」に

違反して集められた情報がある時は、その部分の削

除を請求することができます｡

千代川村が取り扱う個人情報の保護

個人情報を適正に
取り扱うためのルール1 開示・訂正・削除を

求める権利など2

千代川村では、村民のみなさんのプライバシーを守る
ために、「千代川村個人情報保護条例」を制定しました｡
おもな内容は次のとおりです｡

1 個人情報を守るルール
千代川村が保有する個人情報について、それらを適正に取

扱い、保護するためのルールを定めています｡コンピュータ
処理をしている個人情報に限らず、公文書や写真などの個人
情報も保護の対象としています｡

2 自分の情報を確認する権利 千代川村が保有する個人情報について、自分の情報の開示、
訂正、削除を求める権利を、その本人に保障しています｡

3 事業者や村民まで
民間事業者が保有する個人情報についても、適切な保護対

策をとるよう求めています｡また、村民のみなさんには、他
人のプライバシーを侵害しないよう努めていただく旨、定め
ています｡
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大
事
故
想
定
の
も
と

防
災
ヘ
リ
を
使
い

救
急
搬
送
訓
練
を
実
施
3月1日、筑波サーキットにお

いて防災ヘリ救急搬送訓練がおこ
なわれました。レース中、選手が
事故による外傷を受け、診療所の
レースドクターが診療を実施、ド
クターヘリを要請するという想定
のもとでの訓練でした。

1 事故発生
オートバイレースに事故発生。
サーキット内の診療所に運ばれる。

2 診療
診療所でレースドクターによる診
療を実施

3 防災ヘリ要請
防災航空隊に防災ヘリの出動要請

4 救急隊出場
事故者搬送のため千代川救急隊が
出動

5 搬送
ヘリポートに向かうため事故者を
救急車内に収容

6 防災ヘリ到着
防災ヘリが到着し、事故者を防災
ヘリに収容

7 ヘリで病院へ
筑波メディカルセンター病院へと
向かう。

1

2 3

4 5

6

7
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平
成
16
年
度
は
、
希
望
者
に

よ
る
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
（
水
の
中

の
体
操
）
や
秋
の
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
１

年
間
の
活
動
を
写
真
で
紹
介
し

た
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
し
あ
わ
せ

ク
ラ
ブ
の
楽
し
さ
を
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
事
業
内
容
の
幅
を

広
げ
ま
し
た
。

年
度
末
の
参
加
者
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
か
ら
だ
が

軽
く
な
り
、
腰
痛
や
肩
こ
り
の

痛
み
が
軽
減
し
た
」「
病
院
に
い

く
回
数
が
減
っ
た
」「
気
持
ち
が

明
る
く
な
り
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ

が
生
き
が
い
に
な
っ
た
」
な
ど

好
意
見
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま

し
た
。

３
月
15
日
に
は
、
稲
葉
村
長

を
迎
え
今
年
度
最
後
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
中
で
閉

講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
１
３
５
名

の
参
加
者
の
な
か

15
名
の
方
が
皆
勤

賞
を
授
与
さ
れ
、

稲
葉
村
長
か
ら

「
こ
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
人
に

参
加
し
て
い
た
だ

け
る
の
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
。

い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
元
気
で
い
て

く
だ
さ
い
」
と
み

な
さ
ん
に
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

アクティビティサービスは高齢者介護予防の一環で、60
歳以上の方を対象にして『ほっとランド・きぬ』でストレ
ッチ体操をしたりお風呂に入ったり、“老後を楽しく暮らせ
るように”と毎月１回実施している事業です。

いつまでも、元気で若々しく！

介
護
予
防
事
業

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

しあわせクラブ

みなさんも参加してみませんか？

17年度も引き続き実施しますので、

老後をより楽しく暮らすためにみなさん

も一緒にはじめてみませんか？

アクティビティサービスでは、村内を

一周する巡回バスがありますので、ぜひ

ご利用ください。停車場所・時間など詳

しくは役場福祉課へお問い合わせくだ

さい。

問い合わせ

福祉課　TEL 44・0174（直通）

ストレッチ運動もお手のもの

ボールをひざにはさんで
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課長 山野辺 正一

課長補佐兼 荒川 要
総務係長

課長補佐兼 大月 義男
選挙管財係長

課長補佐兼 折原 嘉行
消防交通係長

庶務係長 杉田 由里子 主幹

主幹 小林 美紀 主事

主事 大里 喜雄

主事 中嶋 隆 上下水道課主事

運転手 人見 進

運転手 古沢 旭

局長 柴崎 正治

主査兼係長 猪瀬 恵美子

課長 藏持 薫

参事 人見 健一
（合併協議会事務局派遣）

課長補佐 鈴木 伸一

課長補佐兼 松本 博
財政係長

主査兼企画係長 岡本 俊彦

主幹 都井 富江 学校教育課主幹

主幹 塚越 浩二

主事 鈴木 賢一
（合併協議会事務局派遣）

主事 小竹 敦
（合併協議会事務局派遣）

主事 市村 裕之

主事 北沢 祐一

主事補 江面 綾乃

課長 内田 邦夫 生涯学習課長

課長補佐 大山 光

主査兼国保係長 斉藤 節子

住民係長 久保ノ谷 三枝子

主幹 関 好子 生涯学習課主幹

主幹 櫻井 清江 主事

主幹 岩坂 美代子 主事

主事 浅野 こず恵

課長 青柳 文男 住民課長

課長補佐 飯村 春夫

課長補佐兼 鈴木 博 保健センター所長補佐
介護保険係長 兼環境衛生係長

主査兼福祉係長 荻野 由里子 企画課主査兼広報係長

主幹 中里 聖永 経済課主幹

主事 大木 雅子

主事 古橋 俊亮

主事 中山 紀行

用務手 渡辺 一郎

≪福祉ふれあいハウス≫

課長補佐 杉山 芳江 福祉課長補佐兼福祉係長

指導員 萩原 直美

指導員 武井 仙子

運転手兼用務手 生井 一郎

≪きぬ保育所≫

所長（課長補佐）広瀬 政子

保育士（主査） 猪瀬 益子

保育士 片野 みさを

保育士 広瀬 とも子

保育士 小竹 千鶴子

保育士（嘱託） 登坂 登枝子

保育士（嘱託） 飯島 一美

保育士（嘱託） 塚田 聡美

保育士（嘱託） 河合 久恵

保育士（嘱託） 中川 晃子

保育士（嘱託） 緑川 明子

調理手（嘱託） 中山 登志枝

調理手（嘱託） 篠崎 摂子

調理手（嘱託） 羽田 ちよ

調理手（嘱託） 塚田 有吏子

運転手（嘱託） 中山 宣勝

添乗員（臨時） 人見 初枝

所長 安田 一男 福祉センター所長兼
（ヘキサホール・きぬ所長兼務） 社会福祉協議会事務局長

所長補佐兼 松田 貞夫 福祉課課長補佐兼係長
環境衛生係長 （福祉ふれあいハウス）

主事 大月 貴志

主事 猪瀬 直美 新規採用者
（下妻広域事務組合派遣）

保健師 小野 美枝子
（主査兼係長）

保健師 市村 照代

保健師 岡田 住江

管理栄養士 内田 知子 主幹
（係長）

介護認定調査員 羽田 ちよ子
（嘱託）

作業員（嘱託） 近藤 勇

作業員（嘱託） 前野 芳雄

課長 人見 建一

課長補佐 高橋 浩之

主査兼工務係長 程山 幸男 経済課主査兼土地改良係長

管理係長 石井 敬之 主幹

主幹 岡本 直美 住民課主幹

主事 塚田 崇弘

主事 鈴木 清嗣

課長 島田 秀男

参事 秋森 実

課長補佐兼 広瀬 雅美
農政係長

主幹 山木 茂之

主事 山野辺 こず枝

主事 青柳 美幸 福祉課主事

主事 染野 昌浩

主事 倉持 浩之 新規採用者

総 務 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

議 会 事 務 局
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

企 画 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

住 民 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

福 祉 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

保 健 セ ン タ ー
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

建 設 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

経 済 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

人 事異動
平成17年４月１日付けで、人事異動が発令されました。
職員の配置は次のとおりです。これからも職員一丸と
なって、村行政発展のために取り組んでまいりますの
で、みなさまのご協力お願いします。

千代川村長 稲葉 本治
千代川村教育委員会教育長 塚原 修
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課長 大月 信男

課長補佐 鈴木 静夫

主査兼 飯塚 良子
資産税係長

住民税係長 飯村 淳子

主幹 塚越 剛

主幹 高田 由貴江

主事 染野 一也

主事 山野辺 俊次

出納室長 人見 政芳 保健センター所長
（収入役職務代理者） （ヘキサホール・きぬ所長兼務）

主査兼出納係長 中里 きく江

主事 小竹 恭子

課長 渡辺 敏夫

課長補佐兼 斉藤 信也
水道係長

下水道係長 柴崎 臣光 主幹

主幹 斉藤 定子

主幹 高崎 みゆき

主事 野村 康史

主事 小島 孝則 新規採用者

局長 浅野 平

農地調整係長 小竹 夏子

主幹 小林 正幸

所長兼事務局長 大月 忠夫 福祉課参事

専任職員（主事）田中 則昭

介護支援専門員 竹内 環

介護支援専門員 高橋 久江

サービス提供責任者 近藤 由紀子

管理栄養士 山縣 洋子

介護職員 飯島 留美

介護職員 渡辺 三千男

地域ケアコーディネーター 野村 陽子

介護職員 染谷 喜代子

介護職員 廣瀬 彰人

介護職員 飯泉 智子

介護職員 小堀 亜由美 新規採用者

専任職員 青柳 憲司 新規採用者

ホームヘルパー（嘱託）国府田 幸江

ホームヘルパー（嘱託）外山 真由美

介護職員（臨時）浅野 栄子

介護職員（臨時）山中 幸子

事務職員 圷 淳子

教育次長兼課長 鈴木 茂

主査兼 石黒 哲
学校教育係長

主事 赤間 英子 建設課主事

主事 根本 学

英語指導助手 ミリン・ディビット

用務手（宗道小） 大関 幸子

用務手（大形小） 絵面 みどり

用務手（蚕飼小） 松田 広子

用務手（千代川中） 大島 みどり

園長（課長補佐）齋藤 節子

教諭（主査） 古澤 三枝子

教諭 宇津野 幸江

教諭 浅野 京子

教諭 佐々木 安代

教諭 小林 さおり きぬ保育所保育士

教諭（嘱託） 吉川 幸子

用務手（嘱託） 関 美枝子

課長 都井 誠 参事

課長補佐兼 飯島 久
生涯学習係長

社会体育係長 中久喜 朋昭 主幹
（運動公園）

文化財係長 赤井 博之

主幹 田崎 明美 建設課主幹

主事 羽田 勝 総務課主事

主事（運動公園）高橋 佳孝 新規採用者

社会教育指導員 平塚 孝子

社会教育指導員 杉田 幸子

管理人（嘱託） 飯塚 勝正

管理人（嘱託） 中野 淑子

用務手（嘱託） 荒川 徹

平成17年3月31日付

福祉課長 高野 忍

出納室長 山中 信夫
（収入役職務代理者）

生涯学習課主査兼係長 粉川 喜久子

保健センター主事 岩井 聡
（下妻広域事務局派遣）

≪退職≫ 高野 芳彦 大形小校長

≪転出≫

上妻小教諭 鳩貝 あい子 宗道小教諭

西豊田小教諭 宇梶 京子 大形小教諭

石下西中教諭 鈴木 和之 蚕飼小教諭

岡田小教諭 谷中 寿子 蚕飼小教諭

長讃小養護教諭 大久保 政子 蚕飼小養護教諭

松ヶ丘小校長 中川 和彦 千代川中教頭

≪転入≫

宗道小教諭 大崎 由美子 石下小教諭

大形小校長 小倉 秀俊 内野山小校長

大形小教諭 早川 真由美 西豊田小教諭

蚕飼小教諭 石塚 邦彦 石下西中教諭

蚕飼小教諭 山本 晴美 騰波ノ江小教諭

蚕飼小養護教諭 杉山 由民子 西豊田小養護教諭

千代川中教頭 矢澤 裕彦 騰波ノ江小教頭

≪退職≫ 塚田 吉生 消防司令長（分署長）

≪転出≫

消防指令 国府田 勝巳 総和消防署へ

消防士長 渡辺 一男 住吉分署へ

消防士長 湯本 勝 総和消防署へ

消防士長 中里 幸治 猿島分署へ

消防副士長 古澤 貴幸 下妻消防署へ

≪転入≫

消防司令長 石浜 敏夫 石下分署から
（分署長）

消防司令補 高橋 清 三和分署から

消防司令補 江田 誠 下妻消防署から

消防司令補 上野 賢治 総和消防署から

消防司令補 山中 重美 坂東消防署から

消防副士長 鈴木 竜人 寺久分署から

蚕飼駐在所

≪転出≫

巡査長 立原 健司 つくば中央警察署へ

≪転入≫

巡査長 堀越 隆正 下妻警察署から

税 務 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

出 納 室
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

上 下 水 道 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

農 業 委 員 会 事 務 局
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

福祉センター「シルピア」社会福祉協議会事務局
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

下妻警察署警察官　駐在所人事異動
▼職名 ▼氏名 ▼備考

広域消防千代川分署員人事異動
▼職名 ▼氏名 ▼備考

教職員人事異動
▼所属 ▼氏名 ▼旧所属

学 校 教 育 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

ち よ か わ 幼 稚 園
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

生 涯 学 習 課
▼職名 ▼氏名 ▼異動前／旧職名

退 職 者



14広報ちよかわ　2005.4

３
月
９
日
と
18
日
、
千
代
川
中
学
校
と
宗
道
・
大
形
・
蚕
飼
の
３
つ

の
小
学
校
で
卒
業
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
中
学
生
88
名
と
小
学
生
93
名
が

春
の
日
ざ
し
を
浴
び
な
が
ら
、
希
望
と
思
い
出
を
胸
に
抱
き
学
び
舎
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

９
日
の
千
代
川
中
学
校
卒
業
式
で
は
、
来
賓
ら
が
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。
式
歌
斉
唱
で
は
、
卒
業
生
た
ち
が
在
校
生
と
合
唱
を
披
露
。

卒
業
生
は
涙
を
拭
き
な
が
ら
歌
い
、
恩
師
や
友
人
た
ち
と
の
別
れ
を
惜

し
ん
で
い
ま
し
た
。

18
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
大
形
小
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
式
の
前
に

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た

り
、
卒
業
証
書
授
与
で
は
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
映
し
出
す
演
出
が
あ
り
ま

し
た
。
卒
業
生
と
在
校
生
と
の
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
合
唱
で
は
、
全

員
で
心
を
込
め
力
い
っ
ぱ
い
歌
い
ま
し
た
。

青
龍
楽
校
が
３
月
12
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
鬼
怒
川

歴
史
探
検
隊
」
が
結
成
さ
れ
、
鬼

怒
川
旧
河
道
沿
い
の
グ
リ
ー
ン
ロ

ー
ド
か
ら
、
70
年
前
に
完
成
し
た

現
在
の
鬼
怒
川
（
鎌
庭
捷
水
路ろ

）
ま

で
を
探
検
し
ま
し
た
。
探
検
マ
ッ

プ
と
古
い
写
真
を
片
手
に
、
鬼
怒

川
の
歴
史
を
学
習
し
ま
し
た
。
鬼

怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
で
は
ヨ
モ
ギ

を
つ
み
、
み
ん
な
で
草
も
ち
を
作

っ
て
食
べ
ま
し
た
。
は
じ
め
て
作

る
草
も
ち
は
、
い
ろ
ん
な
形
に
な

り
ま
し
た
が
、
ひ
と
足
早
い
春
を

満
喫
し
た
一
日
で
し
た
。

村
内
小
・
中
学
校
卒
業
式

希
望
と
思
い
出
を
胸
に
抱
い
て

学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
る

青
龍
楽
校
（
水
辺
の
楽
校
）
鬼
怒
川
探
検
隊

鬼
怒
川
歴
史
探
検
隊
が

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
探
検
！

み 場 広 な ん の 
村内で開かれた各種行事、地域の話題などを募集中。�
みなさんからの情報をお待ちしています。�

①旧河道沿いにある水神

②鬼怒フラワーラインではも

ち草をつみました。おいし

いおもちを早く食べるため

にがんばりました。

③手についた草もちがなかな

かはなれませんでした。 １ ２

３

①大形小学校卒業式では、在

校生との「旅立ちの日に」

の合唱が印象的でした。

②卒業証書を受け取りに壇上

に上がる卒業生

③恩師に思い出と感謝の気持

ちを伝えていました。

１

２

３

し
ょ
う
す
い
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第
14
回
草
取
り
交
流
会

5
月
に
き
れ
い
な
ポ
ピ
ー
が
咲
き
ま
す
よ
う
に

２
月
27
日
、
鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
の
ポ
ピ

ー
畑
で
草
取
り
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

花
と
１
万
人
の
会
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
昨
年
10
月
に
ポ
ピ
ー
の
種
を
ま
き
ま
し
た

が
、
５
月
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、

地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
り
草
取
り
を
し
ま
し
た
。

当
日
の
天
気
は
風
が
強
く
と
て
も
寒
い
日
で

し
た
が
、
約
１
０
０
名
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
、

草
取
り
や
河
川
敷
の
石
拾
い
を
し
ま
し
た
。
参

加
賞
に
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
で
と
れ
た
紫
い

も
で
つ
く
っ
た
大
福
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。「
こ
れ
、

お
い
し
い
！
」「
も
っ
と
食
べ
た
い
」
と
大
福
の

味
は
好
評
で
し
た
。

３
月
４
日
、
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
家
庭
の
中
か
ら
の

火
災
を
予
防
し
、
地
域
の
協
力
体
制
と
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
幼
稚
園
児
の
母
親
を
中
心

に
組
織
さ
れ
、
火
災
予
防
運
動
や
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
火
災
予
防
の
啓
発

に
努
め
ま
す
。
西
南
広
域
消
防
長
は
家
庭
で
の
火
災
予
防
の

大
切
さ
を
話
し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
に
ハ
ッ
ピ
を
手
渡
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
今
後
の
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

ち
よ
か
わ
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
結
成
式

家
庭
か
ら
の
火
災
を
防
ぎ

暮
ら
し
の
安
全
に
貢
献
し
ま
す

早速、手渡されたハッピを着た婦人防火クラブのみなさん

ち
よ
か
わ
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド

火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と

３
月
８
日
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
ち
よ
か
わ
幼
稚
園
か
ら
役
場
間
に
お
い
て
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
園
児
及
び
保
護
者
に
火
災

予
防
、
特
に
火
遊
び
の
防
止
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的

に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
ハ
ッ
ピ
を
身
に
付
け
た
幼
稚
園
児

た
ち
が
参
加
し
、
拍
子
木
を
た
た
き
な
が
ら
元
気
よ
く

「
火
の
用
心
！
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
」
と
火
災
予

防
を
訴
え
、
村
民
の
み
な
さ
ん
や
役
場
職
員
に
幼
稚
園

児
が
描
い
た
火
災
予
防
の
ぬ
り
絵
を
配
り
ま
し
た
。

ホールの中は、子どもたちの元気な声でいっぱいでした。

２
月
28
日
、
中
央
公
民
館
で
第
22
回
真
結

地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営
研
修
会
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
結
城
郡
と
真
壁
郡
か
ら

約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
功
労
者
の
表
彰
が
あ
り
、
千
代

川
村
で
は
、
倉
持
弘
さ
ん
（
81
）
と
根
本
ト

ミ
ヨ
さ
ん
（
80
）
の
２
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
上
條
謙
先
生
に
長
生
き
す
る

た
め
の
生
活
の
ヒ
ン
ト
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最
後
は
上
條
先
生
に
よ
る
手
品
を

披
露
。
参
加
者
か
ら
は
つ
ね
に
、
拍
手
や
笑

い
声
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

真
結
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営
研
修
会

親
睦
を
深
め
な
が
ら
の
研
修
。
楽
し
く
長
生
き
す
る
た
め
に

①千代川村の代表で表彰

状を受け取る倉持さん

②上條先生のユーモアの

ある演出

１

２

①地域の人たちが集まる草取り

交流会

②ジュニアスタッフも耕運機の

初めての操作に緊張していま

した。

１

２
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２
月
27
日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
茨

城
県
ふ
る
さ
と
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
祭

は
親
子
三
世
代
型
の
出
演
団
体
を
は
じ
め
、
合
唱
や
郷
土
芸
能

な
ど
幅
広
い
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

千
代
川
村
で
は
千
代
川
コ
ー
ラ
ス
、
子
供
コ
ー
ラ
ス
、
ボ
ー

カ
ルN

o
lie
tta

ノ

リ

エ

ッ

タ

ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
の
４
団
体
が
合
同
で
出
演
し

「
い
つ
ま
で
も
友
だ
ち
か
ら
」
な
ど
３
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
ふ
る
さ
と
の
歌
に
懐
か
し
そ
う
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
、

歌
が
終
わ
る
と
館
内
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

茨
城
県
ふ
る
さ
と
音
楽
祭

親
子
3
世
代
が
一
緒
に
な
り

心
の
こ
も
っ
た
歌
を
披
露

文
化
財
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
、
３
月
６
日
、
中
央
公

民
館
に
お
い
て
歴
史
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
３
回

目
と
な
る
今
回
は
、
村
制
50
周
年
と
鬼
怒
川
河
川
改
修
70
周

年
を
記
念
し
て
、
明
治
大
学
兼
任
講
師
の
森
朋
久
先
生
を
お

迎
え
し
、「
鬼
怒
川
舟
運
と
河
川
改
修
工
事
―
宗
道
河
岸
を
中

心
と
し
て
―
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
村
史
編
さ
ん
の
調
査
過
程
で
判
明
し
た
新
た
な
研

究
成
果
を
も
と
に
、
詳
し
く
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
11
年
の
大
形
橋
開
通
式
の
記
録
フ
ィ
ル
ム
の

上
映
と
写
真
パ
ネ
ル
展
示
も
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
42
名
の

受
講
生
は
、
宗
道
河
岸
の
繁
栄
に
つ
い
て
再
確
認
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

宗
道
河
岸
を
中
心
に
舟
運
や
河
川
改
修

に
つ
い
て
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

パネル展示見学風景 講演会風景

親子3世代が歌う

ふるさとの歌。将

来の「ふるさとづ

くり」に大きく役

立つことでしょう。

茨
城
県
小
学
生
学
年
別
優
勝
大
会

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
出
て

立
派
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た

２
月
27
日
、
水
戸
市
の
茨
城
県
武
道
館
に
お
い
て
柔
道
選

手
権
茨
城
県
小
学
生
学
年
別
優
勝
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
千

代
川
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
篠
山
友
和
君
（
大
形
小
）
が

４
年
生
男
子
の
部
で
み
ご
と
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
４
年
生
の
部
で
は
、
県
内
か
ら
約
２
７
０
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
の
試
合
で
、
激
戦
の

中
を
勝
ち
抜
い
て
き
ま
し
た
。
篠
山
君
は
「
教
え
て
く
れ
た
先

生
方
や
先
輩
た
ち
、
柔
道
の
友
達
の
お
か
げ
で
勝
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
憧
れ
の
先
輩
に
負

け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
次
の
大
会
で
は
優
勝
し
た
い

で
す
。」
と
早
く
も
次
の
大
会
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

同
大
会
の
５
年
生
女
子
の
部
で
は
、
同
少
年
団
の
澤
内
奈

奈
さ
ん
（
つ
く
ば
市
吾
妻
小
）
が
第
５
位
の
成
績
を
お
さ
め

ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
制
50
周
年
記
念
・
鬼
怒
川
改
修
70
周
年
記
念
歴
史
講
演
会

スポーツ大会結果

第28回
岩井市少年柔道大会

①4年生の部で準

優勝した篠山友

和君

②5年女子の部で

第5位の澤内奈

奈さん

１

２

さわやかリレー 

平成17年3月6日

岩井市市民体育館

千代川柔道スポーツ少年団受賞者

【3年生の部】

優勝　山下 恭平（つくば市高崎小）

3位　永瀬 むさ志（宗道小）

【2年生の部】

3位　會田 翔平（大形小）

広報ちよかわ　no.387  05.4.6 11:38 AM  ページ 16



17 広報ちよかわ　2005.4

何
故
私
達
女
性
は
、
仕
事
・
子
育
て
・
家
事
と
や
る
事
が
沢
山
な
ん

で
し
ょ
う
。
昔
の
女
性
は
、
子
育
て
し
な
が
ら
家
庭
を
守
っ
て
い
れ
ば

良
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
仕
事
を
持
っ
て
い
る
女
性

も
多
い
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
私
の
家
は
自
営
業
で
す
。
私
は
、
経

営
者
と
い
う
立
場
か
ら
良
い
仕
事
を
し
て
も
ら
う
為
、
言
い
た
く
な
い

事
で
も
言
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
時

が
あ
り
ま
す
。
正

直
辛
い
時
も
あ
り

ま
す
。
辛
い
と
言

え
ば
、
子
育
て
で

す
。
夫
は
仕
事
や

付
き
合
い
が
忙
し

く
日
常
子
供
達
に

目
を
向
け
る
事
は

比
較
的
少
な
い
で

す
。
常
に
一
緒
の

私
は
さ
さ
い
な
事

に
で
も
つ
い
大
声

を
あ
げ
て
し
ま
い

ま
す
。
時
に
は
大

喧
嘩
も
し
ま
す
。

喧
嘩
の
後
私
は
一

人
に
な
り
（
な
ん

で
い
つ
も
私
だ
け

お
互
い
の
理
解
・
助
け
合
い

菊
池
　
文
江
　(

原)
～わたしからあなたへ～ 255vol.

前月登場の小竹義則さんからの紹介 

さわやかリレー さわやかリレー 

嫌
な
思
い
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
。
仕
事
も
子
育
て
も
家
事
も
一
生

懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
。
夫
の
様
に
自
分
の
都
合
で
接
し
て
い
れ
ば
喧

嘩
も
な
く
良
い
親
に
思
わ
れ
る
の
か
な
？
）
そ
う
思
っ
た
瞬
間
私
は
自

分
の
思
い
を
胸
に
秘
め
て
置
く
事
が
出
来
ず
夫
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
ま

す
。
夫
は
何
も
言
わ
ず
、
私
の
愚
痴
を
全
て
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
も
や

も
や
し
て
た
気
持
ち
を
吐
き
出
す
事
に
よ
っ
て
、
少
し
気
持
ち
が
楽
に

な
り
ま
す
。
私
み
た
い
に
言
い
た
い
事
を
吐
き
出
し
受
け
止
め
て
く
れ

る
相
手
が
居
て
く
れ
た
ら
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
と
思
う
け

ど
、
言
い
た
い
事
も
言
え
ず
一
人
胸
の
内
に
秘
め
て
し
ま
う
女
性
は
、

そ
れ
が
原
因
で
神
経
・
ス
ト
レ
ス
が
重
な
り
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
事

も
多
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
私
の
様
に
言
い
た
い
事
を
言
い
、
そ
の
上
、

村
の
健
康
診
断
を
受
け
て
い
た
の
に
私
は
昨
年
病
気
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。（
ど
う
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
の
に
病
気
に
な
る
の
？
何
か
悪
い
事
で
も
し
た
の
？)

色
々
な
思
い

が
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
私
の
辛
い
気
持
ち
を
察
し
て
か
夫
が
、

「
お
母
さ
ん
は
毎
日
頑
張
り
す
ぎ
る
程
頑
張
っ
て
る
。
だ
か
ら
い
い
機

会
だ
と
思
っ
て
少
し
体
休
め
ろ
よ
。」
と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
有

り
難
い
言
葉
で
し
た
が
正
直
言
っ
て
、（
何
故
こ
う
な
る
前
に
言
っ
て

く
れ
な
か
っ
た
の
？
）
と
少
し
素
直
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
達

は
私
の
入
院
で
離
れ
て
し
ま
う
事
に
淋
し
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
私

が
家
を
留
守
に
し
て
か
ら
毎
日
が
忙
し
く
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
私

が
毎
日
し
て
い
た
事
を
自
分
達
で
経
験
・
体
験
を
し
て
何
か
を
感
じ
て

く
れ
た
か
な
？
今
迄
あ
ま
り
子
供
の
世
話
を
し
な
か
っ
た
夫
に
と
っ
て

数
日
間
す
ご
く
神
経
を
使
い
疲
れ
を
感
じ
た
事
で
し
ょ
う
。
子
供
た
ち

も
結
構
助
け
合
っ
て
色
々
や
っ
た
み
た
い
で
す
。（
人
間
や
る
気
が
あ

れ
ば
出
来
る
ん
だ
よ
。）
そ
う
思
い
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
が
私
の
大

変
さ
を
少
し
で
も
理
解
し
て
く
れ
た
み
た
い
で
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
、「
父
親
は
仕
事
だ
け
で
い
い
。」
と
は
言
わ
ず
、

夫
婦
一
緒
に
子
育
て
し
て
、
時
に
は
休
み
の
日
に
少
し
で
い
い
か
ら
家

事
を
助
け
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
何
事
に
も

お
互
い
助
け
合
い
、
理
解
し
合
っ
て
み
ん
な
仲
良
く
い
つ
ま
で
も
暮
せ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

広報ちよかわ　no.387  05.4.6 11:38 AM  ページ 17



18広報ちよかわ　2005.4

横
浜
か
ら
転
居
し
て
今
年
で

８
年
目
に
な
り
ま
す
。
広
い
大

地
と
美
し
い
川
の
流
れ
る
田
園

風
景
に
囲
ま
れ
た
暮
ら
し
は
都

会
か
ら
越
し
て
き
た
私
達
家
族

の
あ
こ
が
れ
の
環
境
で
す
。

住
み
始
め
た
頃
は
色
々
な
こ

と
で
戸
惑
う
事
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
運
動
も
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
ん
な
頃
、
母
の
代
理
で
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ク
ッ
キ
ン
グ
に

出
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
行
事
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
一
つ
に
、
食
生
活
改
善

推
進
員
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
い
な
が

ら
楽
し
く
食
文
化
や
健
康
づ
く

り
を
広
め
、
生
活
習
慣
病
を
防

ぐ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
づ

く
り
な
ど
を
学
び
ま
す
。

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
で

は
自
分
の
ベ
ス
ト
体
重
を
知
り
、

肥
満
に
な
ら
な
い
た
め
の
ち
ょ

う
ど
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
調

べ
、
そ
の
解
消
法
や
上
手
な
食

事
の
と
り
方
を
伝
達
し
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
す
有
意
義
な
時
間
に
も

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
＆
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ニ
ュ
ー
す

っ
き
り
ス
リ
ム
教
室
で
は
脂
肪

を
減
ら
す
有
酸
素
運
動
や
脂
肪

を
付
け
な
い
筋
力
運
動
、
疲
れ

を
た
め
な
い
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
覚
え
ま
し
た
。

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
！
」「
痛
気
持
ち
イ

イ
と
こ
ろ
ま
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
長

め
に
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。」
中
田

先
生
の
言
葉
で
す
。
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
の
飛
田
先
生
は
、
今
は
や
り
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
て

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
を
日
々
の
生

活
の
中
に
上
手
に
取
り
入
れ
て
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
近
、
毎
日
歩
き
続
け
て
い

る
母
と
一
万
歩
目
指
し
て
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
効
率

よ
い
運
動
に
縄
跳
び
も
始
め
ま

し
た
。

家
族
の
健
康
は
私
の
喜
び
で

す
。
そ
し
て
私
も
家
族
の
た
め

に
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
笑

っ
て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
生

活
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

わ
た
し
の�健�

康�
法�

シ�リ�ー�ズ�節
目
の
年
に
思
う
こ
と

〜
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を

日
々
の
生
活
の
中
に
〜

草
間
　
初
枝

（
本
宗
道
）

快
眠
の
ポ
イ
ン
ト

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
い

い
ま
す
が
、
良
い
眠
り
の
ポ
イ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

睡
眠
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ

り
一
つ
は
レ
ム
睡
眠
、
も
う
一
つ

は
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
と
い
い
ま
す
。

レ
ム
睡
眠
と
は
、
ま
ぶ
た
を
閉
じ

て
い
て
も
眼
球
が
動
い
て
い
る

状
態
で
眠
り
が
浅
く
、
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
は
深
い
眠
り
の
こ
と
で
睡

眠
中
は
こ
の
二
つ
の
睡
眠
状
態

を
交
互
に
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

眠
り
で
大
切
な
の
は
寝
付
く

ま
で
の
時
間
と
、
一
日
で
最
も

眠
り
が
深
く
な
る
一
回
目
の
ノ

ン
レ
ム
睡
眠
の
深
さ
で
、
一
回

目
の
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
が
浅
い
と

一
晩
中
う
つ
ら
う
つ
ら
の
状
態

が
続
く
こ
と
に
な
り
、
熟
睡
で

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
た
ち
の
身
体
に
は

時
計
遺
伝
子
が
組
み
込
ま
れ
て

い
て
、
こ
の
遺
伝
子
に
よ
り
、

体
内
時
計
が
24
時
間
の
リ
ズ
ム

を
刻
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
体
内
時
計
に
合
わ
せ
て

分
泌
さ
れ
て
い
る
の
が
メ
ラ
ト

ニ
ン
で
、
こ
れ
が
寝
付
く
ま
で

の
時
間
を
左
右
す
る
睡
眠
薬
の

働
き
を
し
ま
す
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
起
床
時
間
か

ら
お
よ
そ
14
時
間
後
に
作
ら
れ

は
じ
め
、
朝
７
時
に
起
き
れ
ば

夜
９
時
ご
ろ
に
分
泌
が
は
じ
ま

り
、
本
格
的
に
眠
気
が
お
そ
っ

て
く
る
の
は
そ
の
２
時
間
後
く

ら
い
で
す
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
明

る
す
ぎ
る
と
分
泌
さ
れ
な
い
の

で
、
寝
る
前
は
寝
室
を
暗
め
に

し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
寝

つ
き
を
良
く
し
ま
す
が
、
ノ
ン
レ

ム
睡
眠
を
深
く
す
る
働
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。
睡
眠
の
質
を
決
め

る
の
は
ス
ト
レ
ス
で
、
ス
ト
レ

ス
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
眠
ろ

う
と
す
る
と
、
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け

た
と
き
に
分
泌
さ
れ
る
ス
ト
レ

ス
物
質
は
、
分
解
さ
れ
る
と
ノ

ン
レ
ム
睡
眠
へ
誘
う
物
質
に
変

わ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
物
質
を

解
消
す
る
に
は
、
照
明
を
暗
く

し
、
好
き
な
音
楽
を
か
け
る
な

ど
し
て
寝
る
前
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
寝
る
２
時
間
前
に
軽
い

運
動
を
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

入
浴
に
も
運
動
と
同
じ
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

快
適
な
睡
眠
を
得
て
さ
わ
や

か
な
朝
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

豆知識
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小
林
　
紫
水
（
唐
崎
）

啓
蟄
や
甍
い
ら
か
に
踊
る
陽
の
ひ
か
り

浅
野
　
悦
子
（
鎌
庭
）

白
梅
の
気
品
に
愚ぐ

痴ち

も
寄
せ
つ
け
ず

安
原
　
百
合
子
（
鯨
）

病
む
友
の
癒
え
る
兆
し
や
下
萌
ゆ
る

塚
原
　
明
子
（
砂
子
）

青
年
に
洗
車
の
し
ぶ
き
春
兆
す

程
山
　
静
子
（
砂
子
）

賜
は
り
し
壷
に
白
梅
香
も
床
し

坂
井
　
耕
人
（
五
箇
）

合
併
に
消
え
る
村
の
名
畦
を
焼
く

中
島
　
み
よ
し
（
皆
葉
）

父
の
影
潜ひ
そ

め
て
薫
る
鉢
の
梅

松
田
　
昭
（
皆
葉
）

紅
梅
に
知
ら
ぬ
笑
顔
が
足
と
め
る

染
野
　
清
平
（
皆
葉
）

眼
が
合
へ
ば
犬
と
も
話
す
春
の
月

増
山
　
敏
（
羽
子
）

甘
海
老
の
と
ろ
り
と
舌
に
雪
の
宿

斉
藤
　
紫
雲
（
小
島
）

少
年
の
日
に
帰
り
た
く
麦
を
踏
む

石
塚
　
冨
男
（
八
千
代
）

陽
炎

か
げ
ろ
う

の
ご
と
く
句
の
道
迷
ひ
け
り

石
川
　
渓
泉
（
八
千
代
）

か
け
ひ
き
の
あ
り
て
合
併
陽
炎
へ
り

荒
井
　
ミ
ヨ
子
（
八
千
代
）

陽
炎
に
我
の
み
見
ゆ
る
姿
有
り

佐
伯
　
六
花
（
八
千
代
）

陽
炎
の
ご
と
き
初
恋
夢
の
中

荒
川
　
す
ぎ
（
八
千
代
）

実
万
両
優
し
く
生
き
て
友
増
や
す

浅
野
　
悦
子
（
鎌
庭
）

野
菜
種
播
か
ん
と
店
の
前
に
佇
ち

あ
れ
も
こ
れ
も
と
惑ま
ど

い
て
居
た
り

飯
泉
　
淑
子
（
原
）

定
年
を
数
年
過
ぎ
て
吾
が
夫
は
作

業
衣
似
合
う
人
と
な
り
た
り

猪
瀬
　
と
き
（
田
下
）

何
語
る
白
鷺
の
二
羽
電
線
に
首
傾か
し

げ
合
い
長
い
時
間
を

海
老
原
　
政
江
（
宗
道
）

芝
生
の
中
に
黄
色
に
輝
く
花
一
輪
春

告
げ
る
が
に
ほ
ほ
え
む
た
ん
ぽ
ぽ

小
倉
　
房
子
（
宗
道
）

紅
梅
の
散
り
た
る
庭
に
梅
の
花
ち

ら
ほ
ら
咲
き
し
が
春
は
何
時

い

つ

来
る

小
貫
　
よ
し
（
宗
道
）

一
隅
を
照
ら
す
宗
祖
の
御み

尊す
が

像た

に

浄
土
の
桜
限
り
な
く
舞
う

北
沢
　
し
づ
（
宗
道
）

今
年
ま
た
税
申
告
の
無
事
終
え
て

藍あ
い

く
き
や
か
な
筑
波
見
て
佇た

つ

小
竹
　
八
重
子
（
五
箇
）

被
災
地
の
大
雪
の
予
報
聞
き
な
が

ら
草
引
き
て
お
り
温ぬ
く

き
陽
差
し
に

小
林
　
美
智
雄
（
唐
崎
）

北
国
に
や
が
て
去い

ぬ
ら
ん
水
鳥
の

忙せ
わ

し
き
さ
ま
に
餌え
さ

を
啄
つ
い
ば
む

俳
　
句

樋
び
ら
き
　
平
成
十
七
年
三
月
抄

短
　
歌

平
成
十
七
年
三
月
作
品

広報�

文 
芸 

戸籍�
インフォメーション�

in
form

ation

の�

○おしあわせに

新　郎 羽田 真次 原　

新　婦 吉本 友加 兵庫県

○おめでとうございます　

羽子田 悠
ゆう

希
き

［男］ 羽子

保護者：康孝・くみ子

倉田 楓
ふう

香
か

［女］ 原

保護者：剛・真由美

○おくやみもうしあげます

村上 順 (81) 鎌庭

世帯主：河村正雄

木間塚 いせ (90) 鎌庭

世帯主：木間塚福一

石野 きり (90) 原

世帯主：石野慎一

飯塚 丁二 (71)・皆葉

世帯主：飯塚丁二

平成17年4月1日現在 世帯数・人口

世帯数 2,727世帯 （＋ 7）
人　口 男 4,804人 （－10）

女 4,651人 （－ 1）
計 9,455人 （－11）

（ ）は前月比

むらのうごき
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5月の小児救急医療輪番制のお知らせ
子どもの急な発熱やおう吐など、いざというときは「小児救急医療」をご利用下さい。

５月の当番医は次のとおりです。

西：茨城西南医療センター病院（境町2190 0280・87・8111）
友：友愛記念病院（総和町関戸726 0280・98・3511）
湖：湖南病院（下妻市長塚48-1 44・2556）

対象年齢：15歳未満
診療時間：月・火・木・土／午後６時～翌朝８時

日曜・祝祭日／午前８時～６時
注意事項
①緊急の場合以外は、通常の診療時間内に医療機関で診療
を受けてください。
②保険証を必ず持参してください。
③対象となる症状は、内科診断です。
（交通事故やケガ等の外傷の場合は、小児救急対象とな
りません）
問い合わせ：保健センター　　TEL 44・0751（直通）

「災害〇を」めざして

３　月
０ （ １）
０ （ ０）
０ （ １）
８ （－２）
０ （ ０）
15 （ ４）

累　計
２ （ １）
２ （ ２）
４ （ ３）
22 （ ５）
０ （ ０）
34 （ 14）

３　月
８ （－３）
６ （ ５）
14 （ ２）
52 （－６）
１ （ １）
71 （－２）

累　計
12 （－４）
22 （ 12）
34 （ ８）
170 （－14）
２ （ ０）
283 （ ８）

村　内 下妻署管内

建　　　物
車輌その他
計
件　数
死　者
傷　者

人
身
事
故

交
通
事
故

火
　
災

休日の緊急医療
【病・医院とクリニック】 【歯　　科　　医　　院】

診療時間：午前９時30分～午後４時 診療時間：午前９時～11時30分

３月25日現在（ ）内は前年比

今月の納税
固定資産税

納期限

5月2日（月）
※納期内に忘れずに納め
ましょう

日曜 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 
1 
湖 

8
友 

15
西 

22
西 

29
西 

2
友 

9
友 

16
友 

23
友 

30
友 

3
西 

10
西 

17
西 

24
西 

31
西 

4
西 

11
ー 

18
ー 

25
ー 

5
西 

12
西 

19
湖 

26
湖 

6
ー 

13
ー 

20
ー 

27
ー 

7
友 

14
西 

21
西 

28
西 

4／17

24

29

5／1

3

4

5

8

曜日

中岫産婦人科医院

鯨井内科

渡辺クリニック

菊山胃腸科外科医院

砂沼湖畔クリニック

木村外科内科医院

中山医院

宇津野医院

電話番号・住所当　番　医月日

日

日

金

日

火

水

木

日

44・2438
下妻市下妻丁

44・0088
下妻市下妻丁

43・7773
下妻市本城町

44・2014
下妻市下妻丁

43・8181
下妻市下木戸

44・2527
下妻市下妻乙

43・2512
下妻市中郷

45・0311
下妻市下妻丁

4／17

24

29

5／1

3

4

5

8

曜日

下妻中央歯科

渡辺歯科医院

秋田歯科医院

石浜歯科医院

生井歯科医院

古橋歯科医院

為我井歯科医院

第一歯科

電話番号・住所当　番　医月日

日

日

金

日

火

水

木

日

43・6518
下妻市本宿町

43・6227
下妻市黒駒

48・0755
八千代町新井

43・1806
下妻市高道祖

0297・42・8866
石下町新石下

43・5688
千代川村別府

49・2838
八千代町西大山

43・1190
下妻市掘篭
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表
紙
の
説
明

中
学
校
卒
業
式
の
１
コ
マ

で
す
。
式
が
終
わ
っ
て
卒
業

生
の
見
送
り
の
後
に
撮
っ
た

写
真
で
す
。

先
生
と
一
緒
に
記
念
写
真

を
撮
る
姿
を
多
く
見
ま
し
た
。

先
生
を
つ
か
ま
え
て
は
「
一

緒
に
撮
っ
て
」
と
走
り
ま
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先

生
に
対
し
「
３
年
間
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
る
生
徒
、
「
が
ん
ば
れ

よ
！
」
と
後
輩
を
激
励
す
る

男
子
生
徒
も
い
ま
し
た
。
別

れ
を
惜
し
む
姿
は
昔
も
今
も

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

卒
業
式
で
は
、
在
校
生
と

の
合
唱
を
最
後
だ
と
力
を
込

め
て
歌
う
卒
業
生
や
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
目
が
き
ら
き
ら

輝
い
て
い
る
生
徒
、
成
長
し

た
わ
が
子
の
姿
に
涙
ぐ
む
お

母
さ
ん
の
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

平成16年度に「クリーンポート・きぬ」で実施した

ダイオキシン類の測定結果をお知らせします

≪ダイオキシン類の発生を減らすために私たちができること≫

●ごみの量を減らしましょう

●ごみの分別を徹底し、ペットボトル、空き缶、びん類、新聞、雑誌及びダンボールはリサイクルしましょう

●野焼きや簡易焼却炉での焼却は止めましょう

問い合わせ　クリーンポート・きぬ　TEL 43・8822

【単位説明】

ng(ナノグラム)・・・・・・・10億分の１グラム

pg(ピコグラム)・・・・・・・１兆分の１グラム

TEQ・・・・・・・・・・・・・毒性等量

m3N(立方メートルノルマル)・・０℃１気圧状態の

１m3中のガス量

１ クリーンポート・きぬの排ガス 単位：ng－TEQ／m3N

測定対象 測定年月日

平成16年10月29日

平成16年10月15日

排ガス（１号炉）

排ガス（２号炉）

採取場所 測定値

0.10

0.22

国の基準値

煙突中間部 1.0

※国が定めているダイオキシン排出規制基準を下回る測定結果となりました。

２ クリーンポート・きぬ周辺の土壌 単位：pg－TEQ／g

土壌採取場所
下栗稲荷神社
シルバー人材センター（鎌庭）
鎌庭香取神社
鎌庭西公民館
大形小学校

※国が定めている土壌環境基準を大きくを下回る測定結果となりました。

測定値
4.3
5.3
6.9
4.4
1.2

採取年月日

平成16年12月13日

国の基準値

1,000

編
集
デ
ス
ク�

◆
先
日
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

取
材
に
行
っ
て
、
写
真
を
撮
り

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

体
を
動
か
し
ま
し
た
。
想
像
し

て
い
た
の
と
違
っ
て
み
な
さ
ん

と
て
も
元
気
で
、
機
敏
な
運
動

を
１
時
間
も
こ
な
し
て
い
た
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
が

ふ
だ
ん
い
か
に
動
い
て
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
一
日
で
し
た
。
◆
今
月
号
か

ら
、
み
な
さ
ん
に
よ
り
親
し
み

の
あ
る
広
報
紙
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
想
い
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
一

新
し
ま
し
た
。
私
今
月
号
を
も

っ
て
広
報
紙
づ
く
り
の
担
当
か

ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

担
当
に
な
っ
て
か
ら
わ
ず
か
２

か
月
あ
ま
り
の
非
常
に
短
い
間

で
し
た
が
、
取
材
を
と
お
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
出
会
い
、

み
な
さ
ん
の
笑
顔
を
み
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
こ
の
仕
事
に

就
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
と
き
は
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
ｋ
）
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しあわせ
クッキング

地元でとれる
食材を使って
調理しましょう

Shiawase Cooking

チキンロール白菜のゆずあんかけ

1 白菜は大きいまま、さっとゆでて

ザルに上げ、水気を切っておく。

2 玉ねぎをみじん切りにして油

で炒め、ボールに取って冷ま

し、鶏ひき肉と塩、こしょう、

パン粉を加えて粘りが出るま

で良く混ぜる。

3 1の白菜を広げて、2をのせ

て巻く。

4 鍋にAを入れて煮立て、3を

入れ中火で15分くらい煮て、取り出す。

5 残った煮汁に片栗粉を倍量の水で溶いて加え、とろみ

をつける。

6 4を食べやすい大きさに切り、ゆずの皮のせん切りと

5のあんをかけて盛り付ける。≪1人分＝215kcal≫

材料（4人分）
白菜　　　400g
鶏ひき肉　240g
玉ねぎ　　200g
パン粉　　大さじ2
サラダ油　少々
こしょう　少々
だし汁　　1カップ
しょうゆ　小さじ1
みりん　　小さじ1
塩　　　　少々
ゆずの皮　少々
片栗粉　　小さじ１～2

おぐら芋ようかん

1 さつま芋は厚

めに皮をむ

き、2cm厚さ

に切って水に

さらしてアク

を抜く。

2 1のさつま芋をゆでて水気を切り、マ

ッシャーでつぶす。

3 粉寒天と水を合わせ、1～2分煮立て

る。砂糖と塩ひとつまみを加えて煮

溶かす。

4 3につぶした芋を混ぜ、ミキサーにか

ける。型に流し、上からぬれ甘納豆を

振り入れ、冷やし固める。20等分に

切り分ける。≪1人分＝80kcal≫

材料（4人分）
さつまいも　400g
粉寒天　　　１袋
水　　　　　400cc
ぬれ甘納豆　大さじ6
砂糖　　　　170g
塩　　　　　ひとつまみ

広報ちよかわは環境にやさしい大豆油インキと 
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

Ａ

20代独身女性の4人に1人は、栄養を補助するサプリメ

ントをほぼ毎日口にしているそうです。栄養補給や体調維

持、美容のために手軽に手に入れることができますが、食

事代わりにしていると、健康を害することにもなりかねま

せん。サプリメントを利用する時は、不足気味の栄養素を

補う程度にとどめておきましょう。

ひ と こ と

チキンロール白菜のゆずあんかけ
おぐら芋ようかん
チキンロール白菜のゆずあんかけ
おぐら芋ようかん
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